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1.研 修 実 施 団 体 の 概 要

社会福祉法人さぽうとにじゅういち（通称さぽうと２１）は

「困ったときは、おたがいさま」を活動のキーワードに、

難民・中国帰国者・日系定住者など、日本に定住する外国に

つながる方々の自立を、主に教育の側面から支援する団体です。

【事業内容】

１ 相談事業
  生活関連情報の提供および相談への対応

２ 自立支援事業
         難民等外国ルーツの学生対象の就学支援

３ 学習支援室事業
         ボランティアによる日本語や学校教科の学習支援
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【学習支援室事業全体図】



2.事 業 全 体 の 概 要（目的と取り組み）

4

難民の自立支援団体の知見を活かして、難民的背景をもつ日本語学
習者を多視点から理解し、対人援助としての日本語教育の姿勢をも
ち、有用な日本語教育を行うことのできる日本語教育人材を育成す
ること

難民等への日本語教育を行うことのできる日本語教育人材が、実習
できる場、研修終了後も実践を重ねることのできる日本語学習の場
をつくりだすこと

難民的背景をもつ人々が日本全国に居住する現状をふまえて、東京
近郊のみならず、全国的規模で難民等への日本語教育を行うことの
できる日本語教育人材を発掘し、育成すること

研修プログラム

難民等への日本語教育を行う実践の場
「にほんごぷろぼの」運営事業

研修プログラム

難民等への日本語教育を行うことのできる日本語教育人材が、互い
の知見を共有し、長く本分野に関わり続ける意欲を維持できるよう
なプラットフォームを構築すること

難民等への日本語教育人材が互いの知
見を共有する場「難民等への日本語に
携わる日本語教師のつどいば（集いの
場）」運営事業

全国各地に、難民等に対する日本語教師【初任】研修の実施経験を
もつ個人もしくは団体を育成し、それら個人もしくは団体（さぽう
と２１を含む）が、難民等への日本語教育の拠点、難民的背景をも
つ方々の日本語教育の相談窓口として認知されるようになること

研修プログラムへの拠点先の関与、相談
窓口・サービス情報を受講者へ共有、ウ
ェブサイトで当該事業を公開
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研修プログラム
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3.研 修 全 体 の 概 要

【取り組みの関連図】
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講 義 （難民等概論、難民等への日本語教育、難民の多様性、難民等の社会参加）
※難民支援の現場経験のある講師が計15回（計34単位）の講義をオンラインで実施 

実習（90分×４回）※中間、終了時に実習アドバイザーとの個別面談

演習特２
難民当事者との対話

第1期：東京、オンライン

第2期：東京、栃木、愛知、大阪、オンライン

演習
知識・技能・態度

傾聴、異文化調整能力、評価、「わざ」

演習特１

日本語教育実践の
現場見学

にほんごぷろぼの（実践の場×つどいば（集いの場））



①背景理解と配慮

「難民等」の背景について理解し、その思いや抱えている （かもしれない）困難
に想像力を働かせながら、必要な配慮について考え、実際の教育/学習支援の活動
に具体的な形で取り入れることができる。

②共感的理解とQOL向上への貢献

「難民等」のその時々のニーズや困りごと、置かれている状況や環境について共
感的に理解しようと努め、それらに対して日本語教育/日本語学習支援の立場から
適切にアプローチをすることで、「難民等」のQOL（quality of life）の向上に貢
献できる。

③可能性と限界の理解と連携・協力、広い視野からの対応

「難民等」に関わる多くの人々や機関について理解し、日本語教育/日本語学習支援
の立場からできること/できないことを整理しつつ、関係者・関係機関と適切につな
がりながら、広い視野・総合的な視点から「難民等」に対応できる。

④実際の条件・環境を出発点とした授業やコースの組み立てと修正・
調整

「難民等」への日本語教育/日本語学習支援が実施されている様々な環境について理
解し、実際に自分が担当者・実施者になった際に、与えられた条件・環境（場所、
時間、対象、クラス形態等）の下、「難民等」のその時々のニーズや困りごと、置
かれている状況や環境から出発し、授業やコースを組み立て、さらに必要に応じて
修正・調整を行いながら授業を実施することができる。

3.研 修 全 体 の 概 要
3.1. 求められる資質・能力と研修内容の関係
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難民的背景をもつ日本語学習者

を多視点から理解し、対人援助

としての日本語教育の姿勢をも

ち、有用な日本語教育を行うこ

とのできる日本語教育人材の像

として具体化。研修の「4つの

到達目標」として言語化。

文化庁（2019）『日本語教育人材の養成・

研修の在り方について（報告）改定版』で

示された知識・技能・態度に関する記述

本研修の「４つの到達目標」



3.研 修 全 体 の 概 要
3.1. 求められる資質・能力と研修内容の関係
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【第１期】2024年7月-10月

• 講義・演習                                      

• 演習特２（難民当事者との対話）

• 演習特１（授業見学）               

• 実習   

7月7日（日）- 10月13日（日）

9月15日（日）対面

9月16日（月）オンライン

7月-8月

7月-10月

【第２期】2024年10月-2025年2月

• 講義・演習                                      

• 演習特２（難民当事者との対話）

• 演習特１（授業見学）               

• 実習   

10月20日（日）- 2月9日（日）

1月12日（日）対面 

1月13日（月）オンライン

10月-11月

10月-2月

3.研 修 全 体 の 概 要
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3.2. 研修スケジュール

第１期研修スケジュール

振り返り

（毎回）

見学

記録

演習得2（対話）

レポート

実習

記録

最終

レポート

実習

面談記録



3.研 修 全 体 の 概 要
3.3. 各研修の概要（演習）
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演習0

● これまでかかわってきた日本語教育についてふりかえった上で、難民等に対する日本語教育

人材について理解するワーク（特別な配慮、他分野とは異なる資質・能力、初等教育を受け

られなかった人々、国籍国等をやむなく離れることになったショックや、迫害などの体験に

よる極度のストレス状態など、精神的に不安定な状態にある人々への理解など）

● 本研修の「4つの到達目標」を理解するワーク

演習1

● 積極的傾聴とは（カール・ロジャーズの思想、３つの「きく」（聞くhearing、聴く
（active） listening、訊く asking）
→ 以降、研修において、自身が「きく」際、どの「きく」のモードで聞いているかを意識

● ロジャーズの３原則（共感的理解、無条件の肯定的関心、自己一致）
● 積極的傾聴のワーク

演習2
● インシデント・プロセス法によるワーク（講師からの事例提供→質問による情報収集→個人

ワーク→グループワーク→全体共有→グループワークでのふりかえり）

演習3

● コルブの経験学習モデルを踏まえた上で、難民等に対する日本語教育を考える（自分自身を
問う：省察の必要性、他者の声から学ぶ：考えの飛躍の可能性を理解）

● パターンランゲージの記述方法（CPS）による＜わざ＞の記述を行うワーク
○ Context：問題が生じやすい状況（文脈）や条件、Solutionを実践するとよい状況
○ Problem：Solutionに書いたことをすると、どのような問題が解決・解消するのか
○ Solution：この領域で実践を始めようとする人に、何が大切だと伝えたいか

演習4

● これまで学んだことのふりかえり（個人ワーク、グループワーク）
● アドバイスのワーク（難民の方に日本語を教えることになった人がいると仮定、相談に対し

てどんなことばを返すか言語化）
● パターン・ランゲージの記述を通じたまとめ
● 最終レポート作成に向けて

【演習０～４：個人／グループワークを通じた演習】※参考（2023年度）

▲演習の様子



実習へ

3.研 修 全 体 の 概 要
3.3. 各研修の概要（演習特１） 
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教室見学
難民等を対象とした日本語教育の現場（さぽうと２１のオンライン形式の教室）を見学
し、見学後に「教室見学記録」を作成
※見学、記録作成ともに研修時間外に実施

振り返り

後日、振り返りの時間（2単位時間）を設け、グループで以下①②について話し合う。
（「教室見学記録」の活用）

  ①見学した授業の内容・所感・疑問点
   ②見学した実践のどの点がどのように「４つの到達目標」に関わるか

見学した実践（＝他者の実践）を難民等に対する日本語教育に求められる視点を記述した「４
つの到達目標」と結ぶ試みを通して、「４つの到達目標」の具体的な内容理解と実践における
意識化を図る。また、これにより新たな視点及び問題意識をもって実習（＝自己の実践）に臨
めるようにする。

（担当：田中美穂子）
【演習特１：日本語教育の実践の現場の見学】※参考（2023年度）



3.研 修 全 体 の 概 要
3.3. 各研修の概要（演習特２） 
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①当事者との対話を通して、講義で学んだ知識と結びつけながら難民等について理解を深める。
②当事者との対話から何を学んだのかを整理し、その学びを自身の難民等に対する日本語教育
実践や難民等以外への日本語教育実践においてどのように活かすかを言語化する。

【演習特２：難民当事者との対話】※参考（2023年度）

対話
（2単位時間）

難民的背景を有するゲストスピーカーから、これまでの歩み、現在の生活、今後の展望等に
関する話をうかがい、当事者の生活段階でどのようなニーズや困りごとがあったか/あるの
かを知る。
◆会場：東京都他複数地点、もしくはオンライン

課題レポート
第一稿

テーマ「難民当事者との対話は、自身の日本語教育実践にとってどのような意義があるか」
当事者との対話から何を学んだかを整理し、その学びを自身の難民等に対する日本語教育実
践や難民等以外への日本語教育実践においてどのように活かすのかを言語化し提出（1200
字）

振り返り
（2単位時間）

第一稿をグループで読みあい、受講者間でコメント
各担当者もレポートにコメントを入れ、受講者にフィードバックを実施

課題レポート
最終稿

他者からのコメントを参考に、第一稿を推敲し、最終稿（1200字）を提出

実習へ



3.研 修 全 体 の 概 要

3.3. 各研修の概要（実習） 
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【実習：難民等への日本語教育実践】※参考（2023年度）

実践
（90分×４回）

与えられた条件・環境（場所、時間、対象、クラス形態等）の下、難民的
背景をもつ日本語学習者の置かれている状況やニーズ及び困りごとを踏ま
えて授業を組み立て、状況に応じ修正・調整を行いながら授業を実施。

実習アドバイザー面談
（45分×２回）

受講者1名につき実習アドバイザーを１名配置し、実習期間中に面談を2回
実施。実習アドバイザーは、受講者が「４つの到達目標」をもとに自身の
実践をより深く振り返り、自ら考え言語化できるようサポートする。

自己の実践を、難民等に対する日本語教育に求められる視点を記述した「４つの到達目標」の枠組みで捉
え直し、「次なる実践」に活かしていく。（「次なる実践」は、難民等の日本語教育に限らず、難民等以
外に対する日本語教育をも含む。）

実習記録
●各回の実践終了後、「実習記録」を作成
●自己の実践のどの点がどのように「４つの到達目標」とつながっていた

かを中心に実践を振り返り記述

実習記録
●各回の面談終了後、「面談記録」を作成
●面談を通して考えたことを記述

（実習アドバイザーも「実習アドバイザー面談記録」を別途作成）

3.3. 各研修の概要（実習） 
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